
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年４月２６日 ０２時００分頃 

発生場所 長崎県対
つ

馬
しま

市尉殿
じょうどの

埼北東方沖 

尉殿埼灯台から真方位０５０°１００ｍ付近 

（概位 北緯３４°３８.７′ 東経１２９°２９.５′） 

事故の概要 漁船第五明
みょう

真
じん

丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年６月１０日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第五明真丸、１９.８６トン 

ＮＳ２－１７３８３（漁船登録番号）、株式会社大幸（Ａ社） 

第２９０－６７９２４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船首キールに剝離を伴う擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過 本船（まき網漁業の灯船）は、船長が１人で乗り組み、操業を終え

て、対馬市上対馬町の比
ひ

田
た

勝
かつ

港に向けて帰航を開始した。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、操舵室内の椅

子に腰を掛けて手動操舵で操船に当たり、本船を約１２ノットの対地

速力で西北西進させていた。 

船長は、比田勝港まで約１海里のところで同港内の西
にし

泊
どまり

湾導灯に

向かって本船を航行させていたが、前灯と後灯が上下一列に並んでお

らず前灯が右方に見えていたので、本船がふだんより入港針路の南西

側にある尉殿埼寄りに西北西進していることに気付いた。 

船長は、導灯が、通航困難な狭い港口等で船舶を安全に航行させる

ため、前灯と後灯の光が上下一列になるように進路を取るための航路

標識であることを知らなかった。 

船長は、これまで何度も尉殿埼の陸岸近くを操船したことがあり、

西泊湾導灯及び左舷方の尉殿埼灯台を見ながら操船すれば安全に通過

できるものと思った。 

船長は、ＧＰＳプロッターを見ることなく、西泊湾導灯及び尉殿埼

灯台を目視しながら本船をそのまま西北西進させていたところ、本船

が尉殿埼北方の浅瀬に乗り揚げたことを知った。 

（図１ 参照） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長は、本船を離礁させることができなかったので、Ａ社担当者に

本事故の発生を報告し、Ａ社担当者は、海上保安庁へ通報した。 

本船は、Ａ社の僚船によって引き出され、比田勝港へえい
．．

航され

た。 

船長は、尉殿埼周辺に浅瀬があることは知っていたが、同浅瀬の水

深や範囲を確認したことがなかった。 

本事故時の本船の喫水は、不詳である。 

分析 (1) 船長は、本船が比田勝港へ向けて西北西進中、西泊湾導灯を視

認した際、前灯が後灯の右方に見えていたことから、本船がふだ

んより同港入口の尉殿埼寄りに西北西進していることに気付いて

いたものと考えられる。 

(2) 船長は、導灯が、通航困難な狭い港口等で船舶を安全に航行さ

せるため、前灯と後灯の光が上下一列になるように進路を取るた

めの航路標識であることを知らなかったものと考えられる。 

(3) 船長は、尉殿埼周辺に浅瀬があることは知っていたものの、浅

瀬の水深や範囲を確認したことがなく、これまで何度も尉殿埼の

陸岸近くを操船したことがあったことから、同陸岸近くを航行で

きると思い、目視のみによって尉殿埼の陸岸近くで本船を航行さ

せたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、航行中、尉殿埼北方の浅瀬に乗り揚げ

たものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が比田勝港へ向けて西北西進中、船長が、西

泊湾導灯を見て本船がふだんより同港入口の尉殿埼寄りに西北西進し
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０２時００分頃発生） 



ていることに気付いていたものの、尉殿埼の陸岸近くを目視のみに

よって本船を航行させたため、本船が尉殿埼北方の浅瀬に乗り揚げた

ものと考えられる。 

船長が、導灯の設置目的（通航困難な狭い港口等で船舶を安全に航

行させるため、前灯と後灯の光が上下一列になるように進路を取るた

めの航路標識）を知っていれば、本事故の発生を防ぐことができた可

能性が考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、導灯が設置されている水域を通航する場合、導灯が一直

線に並ぶように針路を取ること。 

・船長は、導灯が設置されている水域を通航する場合、可航水域が

狭いので、あらかじめ浅瀬の位置の確認及び水深の調査を入念に

行うこと。 

 


